
 
 

区 連 会 説 明 資 料 

令 和 ６ 年 １ 月 1 8 日 

旭 区 地 域 振 興 課 

自治会町内会 各位 

 

旭区地域振興課長 

 

旭区市民活動支援センター「みなくる」の情報誌「みなくるだより」 

の自治会町内会掲示板への掲出について（依頼） 

 
 日頃より、旭区の市民活動・生涯学習事業に御協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

旭区市民活動支援センターでは、講座やイベント情報、登録団体の活動紹介等を掲載した

情報誌「みなくるだより」を年に４回発行しています。 

 このたび、「みなくるだより No.62 令和６年冬号」を発行いたしました。 

 つきましては、広く区民の皆様に周知するため、各自治会町内会の掲示板への掲出につ

いて御協力をお願いいたします。 

 

１ 掲出期間等 

  令和６年２月末まで Ａ４チラシ１部（表面のみ掲示をお願いいたします。） 

 

２ 掲出場所 

  各自治会町内会の掲示板 

 

３ 添付資料 

  「みなくるだより」No.62 令和６年冬号 

 

４ その他 

  「みなくるだより」は、旭区内の区民利用施設及び相鉄線駅 PRボックスに配架して 

います。 

 

 

 

【担当】 

旭区地域振興課地域力推進担当（奥村、打木、板橋） 

電話：045-954-6028 Fax：045-955-3341 

 

旭区市民活動支援センター「みなくる」（椎名） 

〒241-0022旭区鶴ヶ峰 2-82-1ココロット鶴ヶ峰 4階 

電話：045-382-1000 Fax：045-382-1005 

メール：as-manabi@city.yokohama.jp 

区連会 資料４-４ 



 
No.6２

令和６年冬号

地域活動やボランティア活動を支援する交流拠点 旭区市民活動支援センター

お問合せ：旭区市民活動支援センター「みなくる」
TEL：045-382-1000 FAX：045-382-1005
E-mail:as-manabi@city.yokohama.jp

みなくるホームページ

旭区マスコットキャラクター
「あさひくん」

金子 光広さん
（古道カフェ ヱンルゥト オーナー）

こころとからだの健康を維持するためには『人とつながること、地域社会に

参加する』ことも大事です。みなくるでは、そんな地域で活躍する「地域人(ちい

きびと)」から、元気に楽しくイキイキと生活する秘訣をお聞きします。

かねこ みつひろ

アドバイザー
最近の活動紹介

それが金子さんの地域活動の始まり
です。
自宅前の畑で「農＋人」でつながり

づくりを行い、地域の消防団や農協の
活動にも参加しています。ここ10年は
学校・地域コーディネーターとして学
校と地域をつなぐ調整役を行っていま
す。その活動の一つに「ロスフラワー」
の活動があります。花農家さんから廃
棄される前の花苗を譲っていただき、
学校や地域で活用することでロスフラ
ワーの削減に取り組んでいます。

あさひの地域人（ちいきびと）第3回

は金子光広さんです。

「自分は旭区と同い年なんですよ。だ
から思い入れがあるんです」
元々サラリーマンだった金子さんは、
親の介護をきっかけに会社員を辞め
て、家業を継ぐことになりました。
そんな中、旭区40周年事業「農のあ

る里づくり塾」（旭区主催）を受講。

また、金子さんは自分のことを「中継ぎ
投手のようなもの。次につなげるだけ」と
言いました。いつも人と人、地域と人の縁
を「つなぐ」ことを意識しているそうです。
「本当は自分と同世代にも地域の活動

に関わってほしいのですが、それは難し
い。だから子どもたちに伝えることでその
保護者世代にも伝わるといいな」と、次の
次の世代も視野に入れて活動しています。

いろいろな人と話をすると時々その人
の目がキラッと光る時があります。その人
の好きなこと興味があることで地域や人
との縁をつなげていく。
「どうせなら、元気な人がたくさんいる

地域に住みたいでしょ」と金子さんの目も
キラッと光っていました。

「みなくる」には、特技を活かした活
動で多くの方がアドバイザー登録し
ています。
「登録したい」「来てほしい」など
「みなくる」までお問い合わせください。

東 恵さん
「ソロギターライブ」
＠市沢地区センター

真木 愛子さん
「腹話術」
＠空とぶくじら社

桂歌助弟子の会
（アマチュア）
「落語」
＠万騎が原ふれあい

連合自治会館

Y studioさん
「バレリーナ
ヨガティス」
＠旭スポーツ

センター

あきこマミィさん
「親子であそぼう

リトミック」
＠上白根大池公園

こどもログハウス

横浜西
アコーディオン
愛好会
「音楽会」
＠第2まどか

石崎 文子さん
「大正琴」
＠まどか工房

あさひの地域人(ちいきびと)に聞く Vol.3



住所 ： 横浜市旭区今宿町2647-2
TEL ： 045-392-1500 FAX ： 045-392-1501
開館時間 ： 月～土9時～21時、日曜・祝日9時～17時
休館日 ： 第2月曜日、年末年始

今宿地区センター 2001年7月22日に開館して22年経ちますが、旭区内の地区センターでは
比較的新しい地区センターになります。閑静な住宅地の中にあり地域の皆さま
の「憩いの場」として親しまれています。
当地区センターの最大の特徴は、コーラスや合唱が盛んな事で昨年11月に
は「第19回今宿音楽祭」が開催され、11団体180名の方が参加しご近所や
ご家族の方も見に来られ、盛況のうちに終えることができました。囲碁・将棋の
出来る娯楽コーナーや自習スペースなども充実しており、幅広い年齢の方々が
ご利用になっています。是非一度いらして下さい。お待ちしております。

旭区の公共施設を紹介します
地域には住民のみなさんが利用しやすい施設がたくさんあります。ぜひ、お近くの区民利用施設をご利用ください。

U-Café
【いう₋カフェ】

◆今後の日程 （毎月第3土曜日）

2/17、3/16、4/20

13：30～15：00

＠みなくるミーティングコーナー

【対 象】 旭区の区民利用施設で活動し会員を募集して
いるサークル

【実施期間】 令和６年６月～７月
【応募締切】 令和６年３月15日（金）
【申込方法】 「見学・体験会実施申込書」にご記入の上

実施会場の区民利用施設にご提出下さい。

代表：古川さん
U-Caféの風景

利用期間：１年間 ※４月１日から利用開始
申込みの際には利用団体登録をお願いします。
旭22-○○○の団体は更新手続き完了後の申込みになります。
※応募団体多数の場合は抽選となります。
※手続きは団体の代表者が行なってください。

受付期間：令和6年２月１日～２月29日必着

「地域人デビューへの一歩を踏み出しま
しょう」と開講されたあさひみらい塾は今年
で10年目を迎えました。
受講生16名は、講義や現地見学、体
験談をとおして学び、最終日には「私のみ
らいプラン」を発表しました。

第2講 ハートフル・ポート

第3講 しおんカフェ

第4講 みなまきラボ

同じ思いを持つ仲間で
ちょっとおしゃべりしてみませんか？

「みなくる」では

旭区を元気にしよう！と集まった

あさひみらい塾卒業生が中心となって

毎月“おしゃべりカフェ”を開催しています。

お気軽にご参加ください。

世話人:井上さん

全5回の講座修了後、権藤区長と記念撮影

旭区サークル見学・体験会参加団体募集

貸ロッカー・貸レターケース申込みのご案内

令和５年度 あさひみらい塾のご報告
仲間を増やしたいサークルの皆様！！
旭区サークル見学・体験会参加団体募集

貸ロッカー・貸レターケース申込みのご案内

令和５年度 あさひみらい塾のご報告

みなくる

発行：旭区市民活動支援センター「みなくる」

〒241-0022 横浜市旭区鶴ケ峰２－８２－１ココロット鶴ヶ峰４階

TEL ０４５－３８２－１０００
FAX ０４５－３８２－１００５
E-mail as-manabi@city.yokohama.jp
休館日 毎月第３水曜日・年末年始ほか
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